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▲ウォーターフロント計画の見直しが必要では�▲子供の医療費無料化は子育て支援策です�

答弁＝優先順位をつけ慎重に検討�

日
本
共
産
党
代
表
�

田
中
　
久
子
�

答
弁
＝
山
下
理
事
�

答
弁
＝
高
橋
理
事
�

土
山
駅
南
整
備
で
検
討
�

答
弁
＝
山
下
理
事
�

諸
施
策
に
反
映
し
て
い
く
�

答
弁
＝
高
橋
理
事
�

調
査
結
果
の
判
断
で
給
付
�

国
の
増
税
対
策
は
�

介
護
認
定
者
の
福
祉
用
具
貸
与
は
�

自
転
車
駐
車
場
の
増
設
を
�

不要不急の公共事業凍結を�

答弁＝慎重に検討したい�

日
本
共
産
党
�

中
西
　
美
保
子
�

答
弁
＝
高
橋
理
事
�

子どもの医療費の無料化を�

　
町
長
の
考
え
方
の
基
本
が
「
人

に
優
し
い
街
づ
く
り
」
を
。
ま

た
、
公
共
事
業
は
時
代
に
合
っ

た
展
開
と
、
財
政
負
担
や
住
民

ニ
ー
ズ
、
公
共
の
必
要
性
の
再

検
討
を
す
る
と
表
明
さ
れ
た
。
�

　
住
民
の
暮
ら
し
は
、
高
齢
者

へ
の
増
税
と
国
保
料
、
介
護
保

険
料
が
値
上
げ
さ
れ
、
１０
月
か

ら
医
療
改
悪
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
�

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
二
つ

の
事
業
の
再
検
討
を
求
め
ま
す
。�

①
「
は
り
ま
文
化
ゾ
ー
ン
総
合

整
備
構
想
」
は
野
添
北
公
園
、

で
あ
い
公
園
、
大
中
遺
跡
公
園
、

城
池
周
辺
の
Ｄ
ゾ
ー
ン
で
構
成

さ
れ
て
い
る
が
、
住
民
ニ
ー
ズ

や
財
政
負
担
か
ら
Ｄ
ゾ
ー
ン
の

整
備
は
見
直
す
べ
き
で
は
。
�

　
ま
た
、
現
在
ま
で
の
事
業
費

と
計
画
は
ど
の
よ
う
に
予
想
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
�

②
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
計

画
」
は
、
臨
海
部
の
活
性
化
と

住
民
と
海
と
の
か
か
わ
り
を
視

野
に
入
れ
た
計
画
で
す
。
�

　
計
画
段
階
で
の
社
会
情
勢
と

は
著
し
く
変
動
し
て
い
る
の
で
、

凍
結
す
べ
き
で
は
。
公
共
事
業

の
優
先
順
位
を
ど
う
考
え
る
か
。
�

���①
Ｄ
ゾ
ー
ン
の
整
備
は
計
画
策

定
か
ら
年
数
も
経
過
し
、
財
政

負
担
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

慎
重
に
検
討
し
た
い
。
こ
れ
ま

で
の
総
事
業
費
は
３６
億
６
５
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
�

②
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
整

備
計
画
」
は
、
平
成
１１
年
に
阿

閇
漁
港
埋
立
地
、
浜
田
、
望
海

公
園
、
古
宮
浜
緑
地
な
ど
住
民

に
親
し
み
の
あ
る
公
園
整
備
と
、

臨
海
部
の
活
性
化
を
図
る
計
画
。
�

　
他
の
事
業
の
進
行
状
況
な
ど

を
再
検
討
す
る
中
で
方
向
性
を

見
出
し
た
い
。
�

　
公
共
事
業
は
時
代
に
合
っ
た

事
業
展
開
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
を
見
て
優
先
順
位
を
つ

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
�

�

　
�

��　
土
山
駅
南
に
町
立
自
転
車
駐

車
場
が
完
成
。
し
か
し
一
時
預

か
り
を
断
ら
れ
、
踏
切
を
渡
り

北
側
の
駐
車
場
に
預
け
て
い
る
。

駐
車
場
の
改
善
を
求
め
ま
す
。�

①
一
時
預
か
り
の
台
数
を
増
加

し
て
ほ
し
い
。
�

②
駐
車
場
の
通
路
に
屋
根
付
き

の
改
修
を
。
�

③
野
添
字
石
帽
子
の
町
有
地
に

第
２
駐
車
場
の
設
置
を
。
�

����①
安
全
第
一
に
管
理
し
、
運
営

し
て
い
る
。
ま
た
、
管
理
の
面

か
ら
台
数
の
増
加
は
困
難
。
�

②
屋
根
の
付
加
は
強
度
の
面
か

ら
困
難
と
考
え
る
。
�

③
今
後
、
土
山
駅
南
の
整
備
と

と
も
に
検
討
し
た
い
。
�

　
子
ど
も
は
、
病
気
に
か
か

り
や
す
く
、
重
症
化
す
る
こ
と

も
多
い
。「
お
金
の
心
配
な
く

病
院
に
連
れ
て
い
き
た
い
」
と

い
う
親
の
願
い
は
切
実
で
す
。�

　
進
ん
だ
自
治
体
で
は
、
中
学

校
卒
業
ま
で
医
療
費
は
無
料
と

い
う
市
町
も
あ
り
ま
す
。
�

　
子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策

の
た
め
中
学
校
３
年
ま
で
医
療

費
の
助
成
を
。
�

���　
本
町
で
は
、
平
成
１７
年
度
の

７
月
か
ら
県
の
福
祉
医
療
助
成

制
度
を
基
本
と
し
て
、
町
独
自

の
助
成
と
し
て
、
所
得
制
限
を

設
け
て
い
る
が
３
歳
未
満
児
ま

で
を
無
料
と
す
る
制
度
に
変
更

し
、
医
療
費
の
負
担
軽
減
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
と
の

均
衡
や
受
益
と
負
担
の
公
平
性
、

財
政
負
担
な
ど
の
課
題
は
、
慎

重
に
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。
�

�

　
�

�　
全
国
で
は
、
今
年
６
月
に
課

税
の
通
知
を
受
け
、「
年
金
な

ど
所
得
が
減
っ
て
い
る
の
に
な

ぜ
増
税
か
」
な
ど
抗
議
や
問
い

合
わ
せ
が
税
担
当
課
に
殺
到
し

て
い
ま
す
。
�

　
老
年
者
控
除
の
廃
止
、
公
的

年
金
控
除
の
縮
小
、
定
率
減
税

の
半
減
、
住
民
税
非
課
税
措
置

の
廃
止
な
ど
で
増
税
に
な
り
、

そ
の
影
響
で
各
種
制
度
の
個
人

負
担
が
増
え
て
い
ま
す
。
�

　
当
町
の
状
況
と
今
後
の
施
策

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い

く
の
か
。
�

����　
主
に
退
職
減
免
、
税
額
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
今
後
と
も
皆
様
に
ご
納
付

頂
い
た
貴
重
な
税
を
町
政
運
営

の
財
源
と
し
て
い
る
こ
と
に
改

め
て
肝
に
銘
じ
諸
施
策
に
反
映

し
て
い
く
所
存
で
す
。
�

���　
今
年
、
４
月
か
ら
介
護
認
定

軽
度
の
高
齢
者
は
、
車
椅
子
や

ベ
ッ
ド
な
ど
１２
種
類
の
福
祉
用

具
の
貸
与
が
制
度
か
ら
な
く
な

り
利
用
出
来
ま
せ
ん
。
�

　「
購
入
し
た
ら
高
額
で
困
る
」

な
ど
の
声
を
聞
き
ま
す
。
�

　
厚
生
労
働
省
か
ら
「
福
祉
用

具
を
一
律
的
に
回
収
し
な
い
よ

う
」
と
連
絡
文
書
が
送
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
町
の
対
応
は
。
�

����　
ケ
ア
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら

制
度
改
正
に
つ
い
て
利
用
者
に

十
分
説
明
を
行
い
、
自
費
で
の

契
約
の
交
渉
や
貸
与
中
止
な
ど

今
後
の
利
用
に
つ
い
て
話
し
あ

い
、「
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
問

題
も
な
く
準
備
が
進
ん
で
い
る
」

と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
�

　
保
険
者
と
し
て
、
指
定
福
祉

用
具
貸
与
費
の
算
定
の
可
否
の

判
断
基
準
、
基
本
調
査
結
果
に

基
づ
き
給
付
を
判
断
し
ま
す
。
�


